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渡辺会長 

コールまかーな KTV和田取締役 

日本酒コーナー 

白秋バンド＋２ 

▼
関
西 

 関
西
民
放
ク
ラ
ブ 

秋
の
懇
親
会
を
開
催 

宮
島 

和
正
（Ｔ
Ｖ
Ａ
） 

10
月
16
日
、
大
阪
・
中
央
電
気
倶

楽
部
に
お
い
て
、
関
西
民
放
ク
ラ
ブ
の

秋
の
懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
、
会
場
に
は
76
名
の
会
員
が
集
い
、

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
う
笑
顔

が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
司
会
は
西
野
理

事
。
こ
の
半
年
間
に
ご
逝
去
さ
れ
た
７

名
の
会
員
に
黙
祷
を
捧
げ
、
静
か
な

雰
囲
気
の
中
で
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

       

続
い
て
渡
辺
会
長
が
挨
拶
。
来
賓

紹
介
の
後
、
来
賓
を
代
表
し
て
毎
日

放
送
の
祖
父
江
常
務
か
ら
、
放
送
業

界
を
取
り
巻
く
最
近
の
話
題
に
も
触

れ
な
が
ら
、
温
か
い
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

次
い
で
、
恒
例
の「
コ
ー
ル
ま
か
ー
な
」

に
よ
る
合
唱
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

『
遥
か
な
る
サ
ン
タ
ル
チ
ア
』
、『
フ
ニ
ク

リ
・
フ
ニ
ク
ラ
』
、
坂
本
九
の
遺
作
で
あ

る『
心
の
瞳
』
と
続
く
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

青
木
氏
に
よ
る
曲
目
解
説
も
あ
り
、

会
場
の
多
く
が
静
か
に
耳
を
傾
け
、

曲
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。
日
頃
、
何

気
な
く
聴
い
て
い
た
歌
の
背
景
を
知
り
、

あ
ら
た
め
て
音
楽
の
力
を
感
じ
る
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。 

           

乾
杯
の
音
頭
は
関
西
テ
レ
ビ
の
和
田

由
美
取
締
役
。
明
る
く
テ
ン
ポ
の
よ
い

ご
発
声
で
グ
ラ
ス
が
一
斉
に
掲
げ
ら

れ
、
会
場
は
一
気
に
華
や
い
だ
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

      

話
題
は
旧
交
を
温
め
る
思
い
出
話

か
ら
近
況
報
告
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
、

笑
い
声
の
絶
え
な
い
時
間
が
流
れ
ま
し

た
。 今

年
の
日
本
酒
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

「
酒
好
き
・
旅
好
き
な
同
好
会
」
推
薦

の
、
関
西
の
銘
酒
「
紀
土
」「
呉
春
」「
白

鷹
（
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
ラ
ベ
ル
）
」
が
用

意
さ
れ
、
人
気
銘
柄
は
早
々
に
空
に

な
り
ま
し
た
。 

        

ま
た
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
俳
句
や

写
真
・
陶
芸
の
作
品
が
並
び
、
な
か
で

も
、
写
真
の
会
の
故
・
福
田
正
史
さ
ん

の
作
品
が
ひ
と
き
わ
注
目
を
集
め
ま

し
た
。
亡
く
な
ら
れ
る
わ
ず
か
一
カ
月

前
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
奥
様
の
心

の
こ
も
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
全
国
写
真
の

会
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
日
本
民
放
ク

ラ
ブ
会
長
賞
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
（
４

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。 

会
の
中
盤
で
は
新
入
会
員
の
紹
介

が
あ
り
、
続
い
て
傘
寿
を
迎
え
ら
れ
た

６
名
の
会
員
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
節
目

を
迎
え
ら
れ
た
方
々
の
笑
顔
に
、
長

年
ク
ラ
ブ
を
支
え
て
き
た
歴
史
の
重

み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

後
半
は「
白
秋
バ
ン
ド
＋
２
」
が
登

場
。「
コ
ー
ル
ま
か
ー
な
」
の
女
性
メ
ン

バ
ー
２
名
を
加
え
た
特
別
編
成
で『
上

を
向
い
て
歩
こ
う
』『
高
校
三
年
生
』

『
明
日
が
あ
る
さ
』
な
ど
、
昭
和
の
名

曲
を
軽
快
に
演
奏
。
自
然
に
手
拍
子

が
起
こ
り
、
会
場
全
体
が
ひ
と
つ
に
な

り
ま
し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
も
上
が
り

ま
し
た
。 

           

最
後
は
全
員
で『
関
西
民
放
ク
ラ
ブ

歌
』
を
合
唱
。
西
畠
理
事
の
威
勢
の
よ

い
手
拍
子
に
よ
る「
大
阪
締
め
」
で
締

め
く
く
り
ま
し
た
。 

 


